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§１．研究開発実施体制  

 
（１）「酸素・窒素を活用したチタン積層造形体の高強靭化」グループ（国立大学法人大阪大学） 

① 研究開発代表者：近藤 勝義 （大阪大学接合科学研究所、教授） 

② 研究項目 

・レーザ照射積層造形（SLM）法を用いた高窒素含有 Ti 粉末積層造形体の試作・評価 

 

 

§２．研究開発実施の概要  

 

窒素ガス雰囲気中での熱処理により作製した窒素成分固溶Ti粉末（窒素量：0.46 wt.%）を用いて，

レーザ積層造形（SLM）法により試作したチタン積層造形体について常温にて引張試験を実施し

たところ，引張強さ 855～870MPa，破断伸び 16～18%が得られた．この結果より本研究で提案する

高濃度窒素成分が固溶する Ti(N)粉末を用いた窒素含有チタン粉末積層造形体が高強度・高延

性を発現することを実証した．本試料を対象にＸ線回折による構造解析を行った結果，使用した

Ti(N)粉末に見られた Ti2Nの回折ピークは検出されず，また，(0002)Tiの回折ピークの低角度側へ

の移行が確認された．このことから Ti(N)粉末に含まれる窒素成分は，積層造形体において固溶状

態で存在することを明らかにした．他方，Ti-1.2 wt.%N 組成の Ti(N)固溶粉末を用いた場合，引張

試験において弾性域での破断が確認され，破断伸びは 0.6%程度と大幅に減少した．このような脆

性な挙動を示した試料において，組織構造解析を行った結果，レーザ照射後の急速凝固過程に

おいて，高濃度の窒素が十分に拡散せず，局部的にα-Ti 結晶粒界や粒内に濃化・偏析したこと

が原因で脆性挙動を呈したと考えられる．また，チャンバー雰囲気内の酸素濃度を増加した条件

下において，部分的に原料 Ti 粉末が溶融せずに存在し，またその近傍に空孔が発生した．酸素

と溶融チタンの反応（酸化現象）が所持易い環境となり，それに伴う発熱が金属蒸気の発生を加速

させた結果，多量に発生する霧状のフュームやプルームの間をレーザが通過する際に熱量の低

下や不安定化が生じることで未溶融粉末の発生を誘発したと考えられる． 

 


